
＜今こそ絆！復興事業 vol.1＞ 

 

～クラブから盛り上げよう!!熊本地震からの復旧・復興にむけて～ 

 

 

 

 
 

日 時   平成２８年１０月８日（土）午後１時～午後５時 

場 所   菊陽町光の森町民センター「キャロッピア」 

主 催   熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

（ＳＣＳ火の国クラブネット） 

              後 援   熊本県教育委員会 

公益財団法人熊本県体育協会 

 

 



＜ 今 こ そ 絆 ！ 復 興 事 業 vol.1 ＞ 

平成２８年度熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会研修会開催要項 

～クラブから地域を盛り上げよう!!熊本地震からの復旧・復興にむけて～ 

１ 目 的：研修会を通じて、総合型地域スポーツクラブの運営に関する知識やノウハウを身につ

け、各クラブの運営に役立てる。また、各クラブの情報を交換、共有する。 

２ 主 催：熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

３ 後 援：熊本県教育委員会、公益財団法人熊本県体育協会（予定） 

４ 期 日：平成２８年１０月８日（土）午後１時から午後５時 

５ 会 場：菊陽町光の森町民センター（キャロッピア）会議室 

〒869-1108菊陽町光の森２ 丁目１番地１ ℡ 096-237-6555 

６ 対象者：県内総合型地域スポーツクラブ関係者 

７ 申込方法：別紙申込書に必要事項を記入のうえ、９月２３日（金）までに担当クラブ事務局あて

メールにてお申込ください。 

８ 申込先：NPO法人クラブきくよう（担当：福山光子） 

       〒869-1103菊池郡菊陽町久保田 2598 

℡:096-233-1520   Mail: office@sports-kikuyo.jp 

９ 定 員：１３０名（先着順） 

10 参加費：熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会加入クラブ    無料 

総合型地域スポーツクラブ設立準備団体関係者       無料 

       熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会非加入クラブ  500円（1人） 

11 日程及び内容：  

時   間 内   容 

１２：３０～１３：００ 

１３：００～１３：１５ 

１３：１５～１６：３０ 

 

 

 

 

 

１６:３０～ 

受 付 

開会式 

・研 修 

「緊急事態！あなたならどうする？～熊本地震、運命のクロスロード～」 

 ながすクロスロード研究会 徳永伸介 氏 

・講 演 

「復興は生活ではなく、心」 

NPO法人総合型りくぜんたかた アシスタントマネジャー 戸羽理智 氏 

閉会式 

mailto:office@sports-kikuyo.jp


講師プロフィール 
 

【徳永 伸介】 

 長洲町に在住し、町の消防署に勤務されている。 

また、小中学生を対象に、サッカーやフットサルのコーチを務められる他、NPO法人長洲

にこにこクラブの会員としても、地域スポーツ振興に関わっておられる。 

なお、長洲町の防災ボランティアグループ（NDF）や「ながすクロスロード研究会」に所

属されており、町内外の防災活動や熊本地震の復興支援活動にも関わられていることから、

様々な防災企画や研修の講師を数多く勤められている。 

 ≪所持資格≫ 

日本サッカー協会公認C級コーチ 

救急救命士 

防災士 

 

 

  

 

 

 

 

 

【戸羽 理智】 

東日本大震災後、総合型りくぜんたかたアシスタントマネジャーとして勤務されている。 

また、岩手県ジュニア選抜チームコーチ（バレーボール）を４年務められている。 

なお、日本女子体育大学を卒業され、その後、岩手県内の中学校臨時講師（保健体育）と

して勤務された。 

結婚後、仕事をしながら地元のバレーボールスポーツ少年団の指導１０年、中学校外部コ

ーチ５年務められた経歴をお持ちである。 

≪所持資格≫ 

教員免許 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



―日 程― 

１ 開会式 （１３：００～１３：１５） 

（１）開  会  

 

（２）主催者挨拶  熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会 

         副会長  山本 光夫 

 

皆さんこんにちは。 

私、熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の副会長を仰せつかっております山本光夫と申

します。 

本日は、御多用な中、平成 28 年度熊本県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会研修会に御参加

いただき、誠にありがとうございます。また、日頃からそれぞれのお立場でクラブへの御理解・御

支援を頂いておりますことを厚く感謝申し上げます。 

さて、本連絡協議会では、総合型地域スポーツクラブの運営に関する知識やノウハウを身につけ、

各クラブの運営に役立て、更に、各クラブの情報を交換、共有することを目的に研修会を開催して

おります。 

今回の研修会のサブタイトルは、「クラブから地域を盛り上げよう!!熊本地震からの復旧・復興

にむけて」となっております。 

この度発生した「熊本地震」により、本県は甚大な被害がありました。本日御参加の皆さまや関

係者の中でも、多くの方が被災されたかと思います。また、各クラブの活動にも大きな影響が出て

いるかと思います。本協議会としても、この震災から学ぶべきこと、今後につなげていくべきこと

は何か、情報共有していく必要性を感じ、「今こそ絆！復興事業」の第一弾として、本日研修会を

開催することとなりました。 

この度、講師として、ながすクロスロード研究会の徳永様、そして、はるばる岩手県からＮＰＯ

法人総合型りくぜんたかたの戸羽様にお越しいただいております。 

御参加の皆さまにおかれましては、今回の研修内容を、今後のクラブ運営に活かしていただければ

と思います。 

最後になりましたが、本研修会の開催にあたり、快く講師をお引き受けいただきました講師の

方々をはじめ、企画から開催準備に至るまで御尽力をいただきました北ブロックのクラブ関係者の

皆様に心から感謝申し上げ、主催者のあいさつといたします。 



２ 研 修 （１３：１５～１４：４５） 

（１）内 容  「緊急事態！あなたならどうする？」 

～熊本地震、運命のクロスロード～ 

 

（２）講 師  ながすクロスロード研究会 徳永 伸介 氏 

 

 

【プログラム】 

  13：15  ファシリテーター紹介 

  13：20  クロスロードの説明 

  13：30  クロスロード体験 

  14：10  休憩 

  14：15  ファシリテーター体験「クロスローダー育成」 

  14：45  振り返り 

  14：50  終了 

【災害の歴史を振り返る】 

阪神淡路大震災 

2014年 広島土砂災害 

2012年 北部豪雨災害（九州） 

2011年 東北大震災 

2004年 中越地震 ⇒ 中越地震の復興が熊本震災の復興のお手本になるのでは？ 

長洲町でも、１７９２年に島原大変肥後迷惑の大津波があっている。 

 

【クロスロードの説明】 

 ５人１組になり、質問に「ＹＥＳ」「ＮＯ」で答え、そのカードを出した意見を一人ず 

つ述べる。 

Q．あなたは「救急隊員」です。 

ガレキの下から家族が救出された。父親と母親は重症だが、手術すれば助かりそうだ。 

   一方、子どもは心肺停止状態。両親から運びますか？ 

    ＹＥＳ（する） or  ＮＯ（しない） 

 



Aグループの答え 

 ●助かる方から運ぶ 

 ●助かる命から運ぶ 

 ●心肺停止状態だけど、助かる可能性もあるので子どもから助ける 

 ●やるだけのことをやる。 

 

【徳永氏の答え】 

救急救命隊の場合は「助かる命から」と決まっているため、この場合は両親から運ぶ。 

 

クラブの活動中で何かあった時の対応はできていますか？ 

自助、公助、共助の役割が大切なのではないでしょうか？ 

 

Q．あなたは「避難所運営担当」です 

 ここには避難者が３０００名いる。 

   現在、２０００食分の非常食が確保できた。以降の見通しは今のところない。 

   非常食を配布しますか？ 

   ＹＥＳ（する） or  ＮＯ（しない） 

 

Aグループの答え 

 ●実際、益城でも最初は人数分なく、後で余る事になり食料を破棄した。 

 ●優先順位を決める。（子ども、お年寄り） 

 ●実際に、食の問題は実際難しかった。 

 ●食料がない分、自宅の冷蔵庫にある物を持って来たりして分けることもできたかも？ 

 ●食料がいきわたらないところを、実際に車で移動して行政に教えるなど、行政にでき 

ない事をしていた。 

 

―休憩― 

 

休憩後は、別の方と６人 1組になり後半戦をはじめる 

後半は、判断力を問われるゲーム。 

何が正解で何が不正解かがなく「モンモン」している状態がこのゲームの良いところ。 

１人がファシリテーターになり進めていく 

問題全部で６問。それぞれで答える。 

 

【質疑応答】 

Q1．クロスロードの問題はいくつありますか？ 

A1.クロスロードは、問題が何種類もあり、簡単につくる事も出来る。 

 

Q2.ファシリテーターになるにはどうしたらいいですか？ 

A2.只今、熊本でもファシリテーターの養成コースを作る予定でいる。 

 

 



（クロスロード研修の様子） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 講 演 （１５：００～１６：３０） 

（１）演 題  「復興は生活ではなく、心」 

（２）講 師  ＮＰＯ法人総合型りくぜんたかた  

         アシスタントマネジャー 戸羽 理智 氏 

 

 ○災害前  

陸前高田市体育協会は、「総合型地域スポーツクラブ」について話し合いを重ねていた 

が、町ごとの体育協会活動が活発だったこともあり、立ち上げには至らなかった。 

 ○3 月 11 日 

  東日本大震災の被害により、町は壊滅状態となった。 

  陸前高田市は人口 23,302 人のうち死者 1,602 人、行方不明者 205 人、合計 1807 人が 

命を失った。 

 運動施設も、震災前は、野球場やスポーツドーム、Ｂ＆Ｇプールや市内の小中学校の 

施設等たくさんあったが、震災後はスポーツドームだけだった。 

 ○震災で 

  家族や親戚を失った人。友達を失った人。家や仕事を失った人など、様々な境遇の人 

たちが、日々の生活を送るだけで精一杯だった。 

 ○人間らしい生活とは？  

  日常が戻るにつれ、「衣食住」を確保されることではなく、芸術やスポーツ等による「心 

の潤い」を求める気持ちを持ちながら生活することではないかと思うようになった。 

 ○総合型りくぜんたかたの設立 

  スポーツをしたい！という子どもたちの声にこたえ、「だれもが、いつでも集える場・ 

機会をつくりたい！」 

  平成２３年１１月にクラブを設立し、平成２４年４月に法人格を取得した。 

 ○思いが大きく 

  あれもしたい・・これもしたい・・と背伸びをしたが、指導者もいない、場所がない、 

人が集まらない。そして、地域の人からは、交通手段がない、時間がないとの声が挙が 

ってきた。また、一番の問題は、総合型クラブが知られていない状況だった。 

 ○「ない」が先行 

  しかし、会員から「今自分たちができる事をコツコツと小さくてもやり続けることが 

大事なのでは」との声があった。 



 ○考え方を変えてみる 

  人が集まる、来てくれるのを待つのではなく、出向くことを考えた。 

  「玉入れタイムレース」「ノルディックウォーキング」「水泳教室」を中心に活動した。 

 ○震災から５年 

  まだまだ工事が行われており、色々な計画が描かれ、市の中心となる商店街ができる 

こととなっている。 

 ○そしてクラブは 

  会場が手狭になるほど参加者が増大している。 

 ○まとめ 

  この５年間、参加者と接することで心の変化を感じとることができた。 

  そして、「復興」とは、町ができ、生活が元に戻った時ではなく、地域の方々が前向き 

 に自ら活動しようとする「気持ち」を持った時ではないかと思う。 

 

 ―講演後、玉入れタイムレースの体験― 

 

（講演・玉入れタイムレース体験の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央ブロック 

北ブロック① 

南ブロック① 

北ブロック② 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（タイム順位） 

チーム名 タイム 順位 

中央ブロック ２分０８秒６７ ７位 

北ブロック① １分５６秒０１ ５位 

南ブロック① １分４７秒７１ ４位 

北ブロック② １分３８秒７１ １位 

南ブロック② １分４１秒２０ ２位 

北ブロック③ ２分０５秒２８ ６位 

事務局+α １分４６秒７８ ３位 

 

 Q 玉入れタイムレースは、誰でも参加できましたか。 

 A 杖をついた高齢者の方も参加されました。子どもから高齢者までできます。 

  

 Q 震災後の助成金などはありましたか。 

 A 被災地に対して、スポーツ振興センターの助成金がでました。 

 

４ 閉会式 （１６：３０～） 

（１）閉  会  

南ブロック② 北ブロック③ 

事務局＋α 






